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村のようすI c 48年2月 1日現在）
； 世帯数 1,420戸r . 
：人口 7,265人

' 
Q 
！男 3,551人

i 女 3,714人

i面積 46.62扁
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須賀川市加治町69

御円谷印刷

11• 一
六

0
名
成
人

自
覚
を
新
た
に

四
十
八
年
成
人
式
は
、
一
月
十

五
日
午
前
九
時
―
―
―
十
分
か
ら
役
場

会
議
室
に
該
当
者
百
六
十
名
中
百

三
十
二
名
と
来
賓
多
数
が
出
席
し

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
矢
吹
教
育
長
の
開
式
の
こ

と
ぽ
で
始
ま
り
、
次
い
で
小
針
村

長
さ
ん
が
「
人
間
と
し
て
の
主
体

性
を
確
立
し
、
物
事
を
正
し
く
判

断
、
自
己
の
行
動
に
責
任
を
持
ち

新
し
い
世
紀
を
創
り
出
す
原
動
力

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
の

べ
た
あ
と
、
該
当
者
に
成
人
証
書

と
記
念
品
を
交
付
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
野
県
議
、
小
針
村

会
談
長
、
小
原
選
管
委
員
長
、
吉

田
玉
一
小
校
長
等
の
来
賓
祝
辞
の

あ
と
、
成
人
該
当
者
を
代
表
し
て

関
根
仁
子
さ
ん
が
「
輝
か
し
い
人

生
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
の
こ
の
感

激
を
心
の
奥
に
刻
み
こ
み
、
自
己

研
鑽
に
つ
と
め
、
良
き
社
会
人
と

し
て
、
各
々
の
瞼
場
で
忠
実
に
は

げ
み
、
ご
恩
に
報
い
ま
す
」
と
誓

い
と
謝
辞
を
の
べ
、
草
野
助
役
さ

ん
の
閉
式
の
こ
と
ば
で
式
を
終

り
、
引
続
い
て
、
尚
志
学
園
理
事

長
佐
藤
信
先
生
の
記
念
講
演
が
あ

り
、
参
会
者
に
大
き
な
感
銘
を
与

え
、
最
後
に
み
ん
な
で
記
念
撮
影

を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

一
方
会
場
の
外
で
は
若
人
の
晴

姿
を
見
ょ
う
と
、
お
母
さ
ん
達
で

に
ぎ
わ
い
、
記
念
の
写
真
を
撮
る

姿
な
ど
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

下

旬

ク 二
五
日

中

旬

ク 二
0
日

八
日
0
日

二
ハ
日

一
六
日

一
五
日

二
ハ
日

ク一
四
日

上一

旬日

=＿-＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝-r.4=＝-=＝＝-＝＝＝-= 1111 =＝-＝＝= 

二
月
の
行
事
予
定
表
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農

業

基

本

調

査

（

企

画

室

）

水
道
給
水
計
画
測
量
（
建
設
課
）

林

道

工

事

入

札

（

建

設

課

）

百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種

須

釜

支

所

（

住

民

課

）

ク

母

子

ゼ

ソ

タ

ー
（
住
民
課
）

乳
幼
児
健
康
診
断

母

子

セ

ン

タ

ー

（

住

民

課

）

住
民
税
申
告
相
談
（
税
務
課
）

子
牛
生
産
検
査
（
全
地
区
）

（
産
業
課
）

柔

剣

道

大

会

（

公

民

館

）

第
二
回
農
業
委
員
会
（
企
画
室
）

妊
婦
健
康
診
断

母

子

ゼ

ン

タ

ー

（

住

民

課

）

月

例

監

査

（

総

務

課

）

農
業
後
継
新
婚
者
激
励
会
（
産
業
課
）

固

定

資

産

税

四

期

分

国
民
年
金
保
険
料
四
期
分

納

期

限

（

税

務

課

）

民
生
委
員
協
議
会
（
住
民
課
）

米
生
産
調
整
推
進
協
議
会
（
産
業
課
）
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玉川村広域簡易水道

給水工事の方法
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禾
1

昭

一
回
臨
時
議
会

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
議
員
に

小
針
保
三
氏
を
選
任

昭
和
四
十
八
年
へ
第
一
回
臨
時

会
は
去
る
一
月
十
九
日
招
集
さ

れ
、
今
年
四
月
一
日
か
ら
発
足
の

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
議
員

の
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
小
針
議

長
が
満
場
一
致
を
も
っ
て
選
任
さ

れ
た
。ま
た
郡
山
地
方
広
域
市
町
村
圏

の
根
幹
事
業
と
し
て
計
画
中
の
、

昭
和
四
十
七
年
度
の
工
事
と
し

て
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
個
所
の

入
札
を
、
十
二
月
二
十
日
及
び
一

月
十
六
日
に
行
い
左
記
の
通
り
業

玉
川
村
広
域
簡
易
水
道
事
業
は

昭
和
49
年
4
月
1
日
給
水
開
始
を

目
標
に
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

岩
法
寺
線
道
路
改
良
工
事
の
請
負

契
約
の
承
認
に
関
す
る
議
案
も
提

出
さ
れ
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
た
。

こ
の
工
事
は
、
尾
形
建
設
と
一

0
、
八

0
0、
0
0
0円
で
請
負

契
約
し
た
も
の
で
、
今
年
の
三
月

い
っ
ぱ
い
に
完
成
す
る
。

者
が
決
定
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
工
事
施
工
中
は

何
か
と
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
御

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

が
、
給
水
工
事
の
方
法
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

昨
年
11
月
1
日
開
催
さ
れ
た
玉

土

木

工

事

の

発

注

川
村
広
域
簡
易
水
道
事
業
推
進
協

議
会
に
於
い
て
協
議
さ
れ
決
定
し
5

た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
給
水
工
事
の
会
計
方
法
に
つ

い
て

の
説
明
の

際
に
給
水
工
事
に
つ
い
て
は
村
が

指
定
す
る
水
道
業
者
に
工
事
を
さ

せ
各
自
そ
の
費
用
を
支
払
う
様
に

説
明
し
ま
し
た
が
、
最
近
給
水
工

事
施
行
し
て
い
る
他
町
村
の
状
況

を
見
る
と
受
益
者
か
ら
町
村
長
が

委
託
を
受
け
て
工
事
を
し
て
い
る

の
が
多
い
の
で
本
村
と
し
て
も
玉

川
村
広
域
簡
易
水
道
特
別
会
計
の

中
に
受
託
工
事
費
と
い
う
項
目
を

設
け
て
歳
入
歳
出
を
四
十
八
年
度

予
算
に
計
上
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

二
、
給
水
工
事
費
の
負
担
及
び
、

徴
収
方
法
に
つ
い
て

出
来
あ
が
っ
た
ポ
ン
プ
室

1
給
水
工
事
費
は
蛇

口
一
栓
付
で
本
管

よ
り
50
メ
ー
ト
ル

以
内
の
分
は
プ
ー

ル
計
算
と
す
る
。

2
給
水
管
が
50
、
メ
ー

ト
ル
を
起
え
た
分
＇

と
、
蛇
口
の
増
加

分
に
つ
い
て
は
増

設
分
と
し
て
実
費

加
算
と
す
る
。

3
既

設

の

水

道

管

（
給
水
栓
）
に
連
結

し
た
場
合
は
蛇
口

等
の
未
使
用
資
材

分
を
控
除
す
る
。

4
コ
ン
ク
リ
ー
ト
掘

削
等
の
特
殊
工
事

分
に
つ
い
て
は
実
費
加
算
す
る

5
事
業
所
等
に
つ
い
て
は
実
費
と

す
る
。

6
給
水
工
事
費
は
、
四
十
八
年
四

月
、
十
二
月
、
四
十
九
年
二
月

の
三
回
に
分
け
て
三
分
の
一
づ

つ
徴
収
す
る
。

給
水
工
事
を
円
滑
に
進
め
る
為

各
部
落
に
給
水
工
事
の
推
進
委
員

を
置
く
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。
委

昭
和
四
十
七
年
分
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計

額
よ
り
多
い
人
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金

昭
和
四
十
七
年
中
に
個
人
か
ら

も
ら
っ
た
財
産
の
価
格
が
、
四
十

員
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
辺
矢
部
吉
重
、
円
谷
昌
康
、

熊
田
泰
治
、
田
子
善
治
郎
、
川

崎
幸
夫
、
須
藤
光
久
、
矢
部
敏

彦
、
矢
部
正
本
、
須
藤
安
正
、

大
槻
卓
巳

蒜
生
曲
山
義
光
、
真
弓
喜
春
、

渡
辺
利
司

小
高
藤
田
金
二
、
三
輪
貞
夫
、

関
根
好
光
、
溝
井
明
―
―
-
、
矢
吹

重
治
、
車
田
兵
助
、
首
藤
信
勝

曲
山
正
雄
、
車
田
正
衝
、
添
田

藤
一
、
白
沢
敏
、
溝
井
源
三
郎

溝
井
永
太
郎

中
小
針
安
司
、
小
針
保
三
、
鈴

木
新
造
、
岩
谷
直
治
、
吉
田
宇

一
、
角
田
栄
治
、
尾
形
最
致
、

小
針
功

岩
法
寺
大
竹
豊
司
、
村
越
清
、

佐
久
間
倉
太
、
奥
野
義
章
、
村

越
良
政

竜
崎
小
林
仙
治
、
佐
藤
重
孝
、

鈴
木
多
一
二
雄
、
鈴
木
吉
之
、
小

林
由
政
、
小
林
滋
、
小
林
昭
平

鈴
木
三
菩
、
小
林
喜
次

南
須
釜
塩
沢
清
則
、
小
原
明
昭

塩
沢
直
利
、
大
越
茂
久
、
真
野

目
幸
吉
、
円
谷
重
久
、
阿
部
房

吉
北
須
釜
草
野
直
江
、
佐
久
間
安

蔵
、
鈴
木
広
一
、
塩
沢
清
徳

吉
須
釜
勝
太
郎
、
佐
藤
計
、
鈴

木
義
尚
、
佐
藤
四
郎
一

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は

ー
ニ
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
1

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
i

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
お
早
め
に

や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納
め

過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
確
定

申
告
を
す
れ
ば
納
め
過
ぎ
た
税
金

が
還
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
申
告
は

二
月
十
五
日
以
前
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
か
ら
、
早
め
に
申
告
し

て
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

万
円
を
こ
え
る
と
き
は
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
婚
姻
期
間
が

二
十
年
以
上
の
夫
婦
の
間
で
、
居

住
用
の
土
地
。
家
屋
や
、
こ
れ
ら

を
買
う
た
め
の
金
銭
の
贈
与
が
行

な
わ
れ
、
贈
与
を
受
け
た
人
が
贈

与
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
、
そ
の

贈
与
を
受
け
た
土
地
・
家
屋
や
贈

与
さ
れ
た
金
銭
で
購
入
し
た
土
地

・
家
屋
等
に
実
際
に
居
住
し
た
場

合
に
は
、
基
礎
控
除
の
四
十
万
円

の
ほ
か
に
、
配
偶
者
控
除
と
し
て

三
百
六
十
万
円
ま
で
控
除
さ
れ
ま

す。
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代
城
主
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関

跡
大
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小
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こ
．o
t
 

⑬ 

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
反
面
、
農
用
地
区
域
は
将

来
と
も
農
業
を
振
興
し
て
い
く
区

域

で

あ

り

ま

す

の

で

、

の

の

よ

う

し

た

。

一
、
所
得
税
の
か
か
る
方

所
得
税
の
か
か
る
方
は
従
来
ど

お

り

を

は
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
所
得
税
の
か
か
ら
な
い
方

所
得
税
の
か
か
ら
な
い
方
は

律
の
改
正
に
よ
り
「
個
人
の
住

税
の
申
告
」
を
す
れ
ば
「
個
人
の

は
す
る
必
要
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

年
分
所
得
か
ら
）

三
、
年
の
中
途
で
事
業
を
廃
止
し

た
方

通
常

と
お
り

叉
は

（
昭
和
四
七

[
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m
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須
釜
の
文
化
財
二
戸
三
ぃ

i`

は
二
百
十
二
石
八
斗
三
升
で
111

あ
り
、
本
田
は
も
ち
ろ
ん
新
m

田
（
開
拓
し
た
田
）
に
も
、
一

租
税
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
叫

ょ
を
デ
ひ
き
か
た

た
。
万
引
方
は
、
被
害
の
た
一

く
ち
ま
い

め
の
免
除
、
口
米
は
、
米
で
111

納
め
る
年
貢
に
対
し
米
を
附
血

け
て
納
め
た
も
の
、
韓
加

Vi-

年
貫
を
銭
で
納
め
る
こ
と
、

111

こ
と
一

こ
め
か
た
＇

米
方
は
、

で
あ
る
。

光
公
は
、

を
点
じ
父
祖

こ
と
か
ら
、
こ

じ
た
。

個
人
事
業
税
の
申
告
手
続
が

簡

略

化

さ

れ

し

た

農
用
地
区
域
内
の

農
地
転
用
に
つ
い
て

い
る
保
険
証
は

一
日
ま
で
の
有
効

っ
て
お
り
四
月
一
日
か

ら
は
新
し
い
保
険
証
に
切
替
え
ら

れ
ま
す
。
新
し
い
保
険

し
す
る
の
は
三
月
中
に

に
行
な
い
ま
す
が
そ
の

碁
‘
将
棋
大
会
の
成
績

換
に
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
被
保
険
者
に
異
動
（
転
入

・
転
出
・
転
居
、
又
は
他
の
社
会

保
険
に
入
っ
た
と
ぎ
、
や
め
た
と

き
等
）
が
あ
る
世
帯
は
早
急
に
保

険
証
と
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
っ

て
届
出
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

た
し
ま
す
。

国

民

康

保

険

の

「
被
保
険
者
証
」
が
更
新
さ
れ
ま
す

位

の
と

お
り
で
し
た
。

囲
碁
A
級

勝
相
楽
功
男

六
一
六
一
番
内
線
一

問
合
せ
く
だ
さ
い
）

り）
お
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中 蒜 小

車

田

守

義

添
田
由
美
子

溝

井

律

子

溝

井

輝

彦

矢

吹

和

子

生

曲

山

勇

夫

曲

山

寛

広

真

弓

玲

子

真

弓

誠

小

針

幸

子

康忠朋寛英太 清勝次昇義

信清

石阿

森部

春公

代乎

忠重

助房

次

一夫郎雄行勝美夫

須

釜

小

（
三
十
八
名
）

矢

吹

町

岡

部

政

彦

遠石大

藤井竹

昇義弘

一弘美

雄

高

雄

竜

首

里

枝

鈴

里

子

渡

辺

常

雄

石

森

公

子

石

森

重

次

老

沼

竜

也

大

竹

洋

子

倉

鎌

康

夫

須

釜

典

子

佐
久
間
福
男

須

釜

勇

次

瓶
子
む
つ
子

吉

田

春

美

吉

田

雅

彦

村

越

武

崎

小

林

友

晴

小

林

竜

也

小

林

智

子

小
林
加
代
子

小
林
伸
一

小

林

正

晴

鈴

木

広

和

佐

藤

悦

夫

正保洋攻紘正金幸弘音静勝良正清竹七寿源友和兼浅則正忠勝

雄雄助 治 義 夫一
山

小

屋

塩
沢
の
り
子

鈴

木

宏

鈴

木

薫

高

原

弘

勝

矢

吹

清

信

有

賀

喜

彦

金昭豊善三義忠勝ー一昭徳金勇孝
太
勝郎春徳一利 郎夫一治

矢
部
あ
ゆ
み

矢
部
小
代
子

吉
田
ト
ヨ
子

玉
川
一
小

重正

知

目

黒

勝

広

実忠敏康広光

功六房卜正栄久
シン

夫子吉

鈴

木

嘉

正

松郎男三重

治彦美行久直昭治美

勝政善武紀保

男胃

大

野

輝

彦

小

貫

友

弘

国

井

正

喜

近

内

文

江

小
原
利
枝
子

小

原

智

子

塩
沢
マ
ッ
ョ

塩

沢

早

苗

塩

沢

勇

雄

杉

山

隆

幸

円

谷

一

夫

円

谷

正

子

松

田

勇

真
野
目
喜
幸

宗

形

光

徳

石

森

常

男

石

森

由

美

松

山

里

美

草

野

正

則

小

針

義

美

揃

枝

春

夫

宍

戸

睛

保

良
孝

住

所

児

名

川

辺

石

井

美

紀

大

竹

幸

子

小

針

智

子

小

針

政

美

夫

JII 

辺

小

小

針

裕

康三行英七

大

木

大

木

哲

夫

正正炭伝哲嘉

孝弘皐 彦

四
月
に
村
内
の
小
学
校
に

年
四
月
二
日
か
ら
四
十
二
年

男
五
十
五
名
、
女
四
十
一
名
、

で
次
の
と
お
り
で
す
。

ら
、
教
育
委
員
会
ま

も
う
す
ぐ
脳贔＇贔， Hf

年
生

11111111111 

=
 

111111111111111111111111111111111 

＝＝＝ 
111111111111111111111111111111111 

う
れ
し
い
な
ア

IIIIIIIIIJIIIIIIIIIIIIIII
II
IIIIIIIII 

＝I-1-
ー
-l=＝1111 
=＝＝＝＝=＝＝＝-＝＝==＝＝ 111111111!1 

負

村内工場だより
-~ ―--, 

KK穂高電子福

村
民
各
位
の
暖
い
御

支
援
に
よ
り
そ
の
打
ち
桐
て
た
輝
し
い
業
績

と
平
行
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
六
日

南

須

釜

奥

乎

に

、

四

五

八

平

方二
―
平

主
た
る
納
入
先

社
は
ラ
ジ
オ
及
び
関

連
機
器
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
関
連
機
器
、
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
（
含
白
黒
）
関
連

機
器
、
音
警
機
器
ハ
イ
フ

ア
イ
関
連
機
器
、
電
算
機

関
連
機
器
、
ビ
デ
オ
レ
コ

ー
ダ
］
関
連
機
器
、
自
社

し
て
世
界
生
産
高

工

場

の

方

針

よ
り
示
さ
れ
た
「
自
覚
と
責
任
」

に
「
和
気
繭
々
た
る
団
結
」
と
「
而

っ
た
人
間
関
係
」
を
両
輪
に
、
エ
早

訓
と
し
て
「
不
言
実
行
」
「
よ
り
良
き
明

日
の
為
に
」
を
方
針
と
し
て
租
々
も
す
る

と
み
ち
の
く
の
人
に
欠
け
る
積
極
性
の
譲

成
に
努
め抱

第一工場

のー
ス
イ
ッ
チ
プ
ロ
ッ
ク
等
を
製
造
し

り
、
傘
下
九
工
場
の
一
翼
を
福
島
工
場
は

担
当
、
そ
の
主
た
る
納
入
先
は
ソ
ニ
）
及

び
其
の
系
列
会
社
立
石
電
機
、
ナ
ジ
ョ
ナ

ル
又
広
く
東
南
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
に
輸
出
を
し
て
居
り
ま
す
。

福
島
第
一
工
場
は
操
業
以
来
、
こ
れ
ら

機
器
の
接
続
コ
ー
ド
全
般
の
生
産
を
担
当

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
四
十
七
年
十
二
月

よ
り
福
島
第
三
工
場
に
引
続
き
キ
ー
ス
イ

ッ

チ

プ

ロ

ッ

ク

牛

四

十

八
年
度
は
受
註
燭

産
に
踏
み
切
る
べ

す。

須

釜

康

信

塩

沢

恭

広

須
釜
小
四
辻
分
校

四

辻

石

井

浩

和

渡

辺

洋

子

渡

辺

光由久

利三—

有

賀

久

雄

忠康勝久

雄喜利嘉

道
車
は
ス
リ
ッ
プ
し
易
い
か

ら
急
ブ
レ
ー
キ
や
ス
ピ
ー

ド
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

が
凍
っ
て
い
ま
す



5
 

昭和48年 2月1日 No. 78  広報 たまかわ

~ Q~ 

て
い
て
、
い

つ
輸
血
を
必

要
と
す
る
事

態
が
起
き
な

い
と
も
隈
り

血
液
は
人
間
に
と
っ
て
命
の
網

で
あ
り
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
大
ケ
ガ
や
大
手
術

の
と
き
に
は
、
ど
う
し
て
も
失
わ

れ
た
血
液
を
補
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
、
こ
れ
が
輸
血
で
す
。
労
働
災
害

息
｀
故
と
た
え
ず
い
ろ

e,15ii

c
 

い
ろ
な
危
険

，
 

冒

に

さ

ら

さ

れ

c舟ti 

7
 
今

｛ノ
d
ヽ

ま
せ
ん
。
一
方
、
最
近
の
医
学
の
進
歩
は

め
ざ
ま
し
く
、
以
前
に
は
不
可
能

と
さ
れ
て
い
た
病
気
も
次
々
と
克

服
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
，
こ
の
た

め
に
は
必
然
的
に
外
科
学
的
手
術

に
必
要
な
輸
血
量
も
激
増
し
て
輸

血
が
で
ぎ
れ
ば
治
る
と
い
う
場
合

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

に
輸
血
用
血
液
の
需
要
が
急
速
に

増
大
し
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
か

な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
県
民
一
人
一
人
が
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
最
も
大

切
で
あ
り
、
健
康
な
と
き
に
献
血

を
し
て
他
人
を
助
け
、
自
分
が
病

気
の
と
き
に
は
皆
さ
ん
の
献
血
で

助
け
て
い
た
だ
く
、
こ
れ
が
献
血

の
精
神
で
す
。

献
血
の
で
き
る
人
と
は

満
十
六
才
以
上
六
十
五
才
未
満

の
方
で
健
康
な
方
な
ら
男
女
を
問

わ
ず
献
血
が
で
き
ま
す
。

な
お
実
際
に
採
血
す
る
前
に
医

師
が
問
診
や
健
康
診
断
を
行
な
い

ま
す
の
で
無
理
な
採
血
は
行
い
ま

一
、
血
液
の
比
重
が
一
、

0
五
二

未
満
の
方
。

二
、
過
去
一
ヶ
月
以
内
に
供
血
さ

れ
た
方
。

三
、
現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
。

四
、
体
重
が
男
子
四
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
女
子
四

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

下
の
方
。

五
、
最
高
血
圧
が
百
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
方
。

六、
．
有
熱
者
や
健
康
状
態
の
悪
い

．
方
o
_

七
、
健
康
診
断
の
結
果
、
採
血
に

よ
り
悪
化
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

循
環
器
系
疾
患
、
血
液
疾
患
そ

の
他
の
疾
息
に
か
か
っ
て
い
る

方
。一
回
の
採
血
量
は
、
二

0
0'.'' 

献
血
の
で
き
な
い
人
と
は

せ
ん
。

血液型の 遺 伝

ABO式血液型は下記のように遺伝します。

O型 A 型 B 型 AB型
両 親 遣伝子型 --

00  AA  AO  BB BO AB  

'-
Q X 0 ooxoo 100% - ,'合

OOxAA 100形 ,'' 

0 X A ' ヽ ー

OOxAO 50形 50% 

OOxBB 100% 
0 x B 

oox:so 50% 50形

Q'OxA} B 0 XAB 503t 50% 
， 

AAxAA  100% 

AX  A AAXAO 50形 50Jb 

AOxAO 25% 25% 50Jt 

BBxBB 100形

B x :i3 BBXBO 50% 50形

B~O x B 0 25% 25% 50形, 

AAXBB 100% 

AOxBB 50形 50形
A X B 

AAXBO 50% 50% 

AOXBB 25形 25% 25:}b 25% 

ABxAA 50% 50形
ABX A 

ABXAO 25形 25:]6 25彩 25% 

,AB  x BB 50形 50% 
ABX B 

ABxBO 25% 25% 25彩 25% 

ABXAB ABxAB 25% 25形 50Ji 
， 

あ
な
た
の
献
血
で

将
い
生
命
を
救
し
ま
し
ょ
う

ヽ

リ
リ
ッ
ト
ル
で
す
。

採
血
し
た
あ
と
は

特
に
安
静
を
考
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
採
血
直
後
に
作
業
を

行
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ

ん
。
酒
も
普
通
量
で
あ
れ
ば
飲
ん

で
も
さ
し
つ
か
え
あ
＿
り
ま
せ
ん

し
、
入
浴
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
血
圧
の
関
係
上
、
高

い
と
こ
ろ
で
の
作
業
は
ひ
か
え
た

ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

毎
月
一
回
献
血
し
て
も

さ
し
つ
か
え
な
い
か

二
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
程
度
な

ら
毎
月
一
回
位
献
血
し
て
も
さ
し

つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
く
続

く
と
や
は
り
無
理
を
生
じ
ま
す
の

で
一
年
に
三
回
位
が
理
想
的
と
い

わ
れ
ま
す
。

献
血
し
た
人
の
特
典
と

し
て

献
血
の
で
き
る
と
こ
ろ

県
南
方
部
で
は

太
田
綜
合
病
院
内
（
郡
山
市
）

寿
泉
堂
綜
合
病
院
内
（
郡
山
市
）

公
立
岩
瀬
病
院
内
（
須
賀
川
市
）

白
河
厚
生
綜
合
病
院
内（
白
河
市
）

公
益
財
団
法
人
会
田
病
院
（
矢
吹
町
）

そ
の
他
に
県
内
を
常
に
巡
回
し

て
採
血
し
て
い
る
自
動
車
で
い
ず

み
号
と
呼
ば
れ
る
移
動
採
血
車
が

玉
川
村
に
来
ま
し
た
時
は
お
互
い

の
幸
わ
せ
の
た
め
に
献
血
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

血
の
お
礼
と
し
て
記
念
品
を
差

上
げ
ま
す
。
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御
協
力
を
感
謝
し
ま
す

昭
和

47
年
度
共
同
募
金
一

一
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら

十
二
月
末
日
迄
を
期
間
と
し
て
展

開
し
た
、
共
同
募
金
・
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
も
皆
様
の
社
会
的
連

帯
観
に
基
く
深
き
理
解
と
御
協
力

に
よ
り
、
本
村
も
次
の
様
な
優
秀

な
成
績
を
以
っ
て
終
了
致
し
ま
し

た
の
で
御
報
告
申
し
上
げ
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
共
同
募
金

A
.
B
．
努
力
日
標
総
額

、
l

二
七
七
、

0
0
0円

募
金
納
入
実
績
総
額

三
0
五
、
三
二
八
円

目
標
額
に
対
す
る
比
率―1
0、
二
飴

尚
本
年
は
次
の
企
業
法
人
よ
り

地
域
福
祉
へ
の
関
連
の
意
を
以
っ

て
、
大
口
募
金
と
じ
て
御
協
力
を

得
ま
し
た
の
で
御
知
ら
せ
致
し
ま

す
。
（
右
実
績
の
金
額
は
こ
れ
を

含
む
）駒
木
根
工
業
株
式
会
社

五、

0
0
0円

東
京
精
工
株
式
会
社

五、

0
0
0円

株
式
会
社
中
根
製
作
所

‘
五

‘
.
0
0
0円

霞
ヶ
浦
畜
産
株
式
会
社

五、
9

0
0
0円

双
羽
電
器
株
式
会
社

五、

0
0
0円

二
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

募
金
目
標
額

‘

六
七
、
二

0
六
円

募
金
納
入
実
績
七
0
、
1

ニ
ニ
円

目
標
に
対
す
る
比
率
、
一
・1
0
四
、
五
形

前
年
よ
り
繰
越
金

t

.

―
 

｀
員
—
-
m
-
-
l
=

1
1
1
1
-
1
1

―
ニ
ー
：
1
1
1
1
1
-
1
1
1
1
1
 

:I
ー

：
1
1
1
1
1ー
：

m

、~

溝

井

一

"ゞ・

郎
＇
叩

一

城

ケ

島

に

て

―
 

ー
燈
台
が
に
わ
か
に
流
す
灯
の
光
荒
れ
初
め
た
る
＇

l

城
ゲ
島
の
海
、

＿
 

血
両
側
に
カ
ン
ナ
の
花
の
咲
き
乱
る
大
き
石
段
を
』[
.

一
ゅ
る
＜
登
れ
り

一

血
入
江
な
す
対
岸
の
高
さ
建
物
は
青
葉
を
ぬ
き
て

111

朝
の
陽
に
白
し

l

大
き
石
段
よ
り
見
下
す
海
の
限
り
な
く
浪
つ
ぎ

111

一

っ

ぎ

と

白
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火の守りを誓いあつた消防出初式

恒例の消防出初式が1月6日須釜小学校々庭において、渡辺

石川警察署交通係長（署長代理）外来賓多数を迎え実施され、

小針村長、渡辺交通係長等の検閲を受け、式終了後、改正され

たボンプ操法要領について、小高、中両分団員により全団員に

対し指導伝達をかねて披露され、火の守りを誓いあった。
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